
















(1)交隣須知 巻二（哲写期不明、19批紀初？）、 京都大学所蔵；柑i代川本＝ ＜苗）









で、 朝鮮語会話掛（仮姐）〔図柑番号： C5〕に所収されている。 アストンがソウルの英国総領事と
して在韓しているときにl!f写したもので、「交隣須知」 を二の一部に該当する。（岸田文隆(1998)
参照）







＜苗代川本〉 くソウル大本） く済州本〉 くアストン本〉 （刊本〉
身部 羽族
（巻ー終） （牲ー終）
（巻二始） （巻二始） （巻二始） （巻7始） （巻二始）
飛禽 走獣 走獣 （走獣） 走獣
走獣 水族 水族 水族 水族
水族 昆虫 昆虫 昆虫 昆虫
昆虫 禾黍 禾黍 禾黍 禾黍
禾黍 疏菜 祓菜 就菜 説菜
疏菜 牒圃 伐冊l 農圃 ／媒匝l
農圃 果実 呆実 （果実） 果実
樹木 花品 花品 花品 花品
花品 草升 草•)＇f· 草ヂf 界ij午
草介 都邑 祁邑 宅宮＊ 宮宅＊
都邑 宅宮 宅宮 都邑＊ 都邑＊
城路 味臭 味臭 味臭 味臭
宅宮 契貌 喫貌 喫貌
金宝 熟股 熱設 熟設
布吊 光買 売買 売貸
彩色 疾病 疾痢 疾病
（巻二終） 行概l 行動 行動
（巻＝糸冬） （巻＝終） （咎二終）
（怨三始） （巻三始） （怨三始） （巻三始）
衣冠 袋寺 総寺 磁寺

















3. 2. 巻二諸本の項目比較(0:有、 X ：無）
3. 1の基準により再構成した本文の項目（標題語）だけを比較して、 その有無関係を示
したのが次の表である（ただし、ここでは標題語の音読みだけが用例に立つ項目は無視する）。
苗 ソ 済 ア 武 刊
* O X X X X X  96 
* X X X X X O  2 
* X X X O X O  2 
* X O X X X X l 
* O x x x x o 1 
(a) 0 0 0 0 X O 431 
(b) 0 0 0 X O O 120 
(c)Q O O O X X l 
(d) 0 0 0 X O X 1 
(e) 0 0 0 X X O 4 
(f) 0 0 0 X X X 1 
(g) X O O O X O 54
(h) X O O X O O 21
(i) X O O O X X l 














小幅の相異：◎ ◎ ◎ 
中幅の相異：® ◎ ® 
大幅の相異：⑥ ● 0 
別の内容1 （小輻） ：口 回 ◎
別の内容1 （大幅） ：画 ・
別の内容2 （小幅） ：◇◎ 
例えば、 苗代川本の用例文を甚準にした場合、 他渓本における◎◎◎は小幅の相異、 ＠◎
®は中幅の相異、 ⑥●〇は大椛の相異を示し、 口◇などは0系の用例とりl」の内容で、 回◎は
口と比べて小幅の相異、 同■は大幅の相異、 ◇はまた口系と別の内容であることを示す。 相
異の比較単位は文節とし、 大体、 一つの文中、 1 ~2文節、 3~4文節、 5文節以上が内容











- 244 - (21) 
3. 3. l.＜苗〉＜ソ〉＜済）＜ア〉＜武〉本文比較
3.3.1.1. ＜苗〉とくソ） ＜済〉〈ア）にある場合(a+ C} ; 432例
〈苗） 〈ソ〉 （済〉 （ア）
(1) ゜ ゜ ゜ ゜ 176 
(2) ゜ ゜ ゜ ©⑰ 50 
(3) ゜ ゜ ゜ @ 
(4) ゜ ◎ ◎ ◎◎◎ 105 
(5) ゜ ◎ ◎ ◎◎ 11 
(6) ゜ ⑰ ◎ ◎ 
(7) ゜ @ ＠｝ ⑥● ， 
(8) 0 口 口 D■ 18 
(9) ゜ ◎◎◎⑥□ ◎◎◎⑥□ ゜ 30 
(10) ゜ ◎◎D ◎◎□ ◎ 14 
(11) その他 17 
(1) から (8) まではくソ〉と〈il'r）が同一の揚合で、＜苗〉＜ソ〉＜済）〈ア〉が同じ、 しかもくア〉で小
異のある例が全体の半分以上を占めている ((1) (2,)）。 一方、く苗〉とくソ〉〈済〉とが異なって
いる楊合は、＜ア〉はくソ〉〈済〉に近い用例文を採るケースが多い ((4)-(8) ）。しかし逆の場合、
すなわち、〈ソ〉＜i斎〉より（栢〉に近い例も少なくない ((9) (10) ）。 その他はアキソ〉済(9) 、
ア号1'i〉ソ (8) の例であた。
(2)の例
嘩／二35 b 〉柴 4 号を甘叫甘と甘7l 叫
（ソ／二38b> 柴 4 号を甘叫唱と甘7l 叫
〈済／二 38b) 柴 4 号を甘叫唱ビ甘71 叫
（ア／二041) 柴 斗号を甘叫剋ヒ甘フ 1 叫
(4) の例
嘩／二14 b) 錦鯰魚 舌せ叶 l:j-7t合せ弄 -e8 入l
（ソ／二lla 〉錦鱗焦 音せd 吋叶合吐弄で 8 Al
く済／＝11a 〉錦鯰魚 舌せ叶吋叶含せ弄芍 S Al
〈ア／二011 〉錦鱗漁 舌せ叶 '==}-7} 合せ弄で吾ki
(9) の例
嘩／二46b〉閏 廿苦を叫咆\:) 7}- を唱さ 8k
〈ソ／二soa) 閾 廿ll0\.名日咀 1<]7} を唱芍ヒ日叫







3. 3. 1. 2.〈1かとく ‘ノ〉＜i斉〉〈武〉にある楊合(b + d) ; 121例
＜苗〉 くソ〉 （済〉 く武〉
(l) ゜ ゜ ゜ ゜ 38 
(2) ゜ ゜ ゜ ◎ 
(3) ゜ ◎ ◎ ◎ 29 
(4) ゜ ◎ ◎ ◎◎ 8 
(5) ゜ ＠） ＠） ⑥● ， 
(6) ゜ 口 口 □匝］ 30 
(7) ゜ @ ＠） ◎ l 
(8) ゜ 口 D ＠） 





嘩／二53 b〉副砂 苦斗フ｝告� 0因叫叶社叶c1子8仝
〈ソ／二09 b〉硼砂 苦A}琶舛0):封琶日咬ヒし
僑／二09 b)硼砂 号人｝呂州 °l= 4 塁叶咬ヒ甘
く武／二09 b)硼砂 号朴7卜。lJ.1 oJ: -1:l曇叶咬含オモ
次は、 どの場合にも酷似性をみせる＜ソ〉と＜in〉について少し検肘してみよう。
3. 3. 1. 3.＜苗）〈ソ＞＜iJ'i〉(a+b+c+e+f+g+h+ i +i)の関係：644例l














嘩／二06 b>象 ヱヲl叫ヒヱ司�71· 竜せ召d吋妥� g "1 
〈ソ／二01a〉象 丑ヲl叫と豆斗引7}壱屯妾芍d吋で吾甘
















3. 3. 2. 刊本と増補本類との関係
3.3.2.1. ＜刊〉とくソ〉＜済〉〈ア〉の場合(a+g) ; 485例
くソ＞ く済〉 （ア〉 ＜刊）
(1) ゜ ゜ ゜ 〇◎◎◎ 204 
(2) ゜ ゜ ゜ @• ， 
(3) ◎◎◎ ◎◎◎ ◎◎◎ ◎◎◎⑥● 88 
(4) ＠｝ @ ＠｝ ⑥• 8 
(5) 口 □ 口 口匝 11 
(6) その他 35 
(24) - 241 -
(7) 刊今くア· >〉＜ソ〉＜済〉 112 














目 °l 吾0l せ °Fl:11 せtsu
目 0] 吾01 せ。ト1:l1 せ� s \:l 
塁 °l 苦 0l せ。ト 1:l1 せ� s \:l 
目 °l 吾 0l 屯そ豆牛吾ヒ甘
呈 °l 苦 0l せそ豆妥ヒ叫叫
〈苗／二27a〉細毛 7I-合晉ユ叫三せ司生 s"'" 叫咬7I-







3. 3. 2. 2. ＜刊〉とく ‘ノ〉＜済〉＜武〉の楊合(b + h) ; 141例
くソ〉 く済〉 （ア〉 ＜刊〉
(1) ゜ ゜ ゜ 00@ 53 
(2) ゜ ゜ ゜ ＠ 
(3) ◎◎ ◎◎ ◎@ ◎⑬◎ 26 
(4) ＠） ＠） ＠） ⑨● 6 
(5) □ D ロ □匝l 27 
(6) その他 16 
(7) 刊キく武〉〉＜ソ〉〈済〉 6 
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